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F －3t 家庭経営 の変動 に関^ る生活史的研尭

Ｉ　研究の意関とその理論的展開(3  ）
部山女大参政　関口恥

〔日 本 家政 学 会

励　( ＼ )　　社 会 の麦勁 の中ｙ 生活の罪 態I  亦激 しく麦化卜 さたす。 この生尨

の変容 き條庭 生活 にか する経営面より とら之.      その史的欠態を探 り，そ こに齢襄政 営

変動 ク･法則挫 き求める。(2  ） の あ ら 句:

ぬ生沁笑 のたn 才 さ
の研究 方法砂

方法　全体的 白i. 理諭 ヒ実態とによ りま興 ・ 肝 明□j  ヵヽる．すな わ（ 理晰 よ大

態・ヽ 検証^ 得 べ爽剛 よ理論ド よる弁JE, を経るなど しT 漸 次的検討・心:* でヽ･司約・達 戌

□よヵ` ii． 性池史J 在ヽ り才にっ いてμ.    r 剱庚敗 営亥動i: 関 する生痛史句研沈.』々－

釈楊載 のr 阿究ク意 図とその理論匈県､開（ ／～2    ） も基 むし･x跳統 妁大諭 り まヵヽ る．

結果　 毎庭経ﾀい 友勤 にっ いマ毬 む:  と＆差盤 とし-c 左間杜 より註 置づ寸 、内琴 座

閣 とﾀﾄ邦 玄間|: おヽける夜勤 因と明らヵヽい し、加 え-I 睡間柱 よ、りみるとさ- 人 の生地（よ

場 と時 と^･問悌ド より内因. 外司(■- あヽ いて浚4t ダ’生す･るという論 拠 さえ たれ、±.fl凭

につo ていに クヽ如 ＼L . 麦瀋 ク結峠λ'i 縦 って摘 々あげる こ･c がでぐ れヵヽ≒ 愚ク振'I 方

こt[i. 生遥<7',是*り 沓 ダ）/こ生応の指針v 蓼才 色其備 すべ きT- . 各 氏蓉 大本笥的 一部

門t･ある．c  I ）賂漢生活の遇ぶ札 付卜馴 割(2 ）計£札I- 対 すり

^^．(  3 ） 生活改善 のあ りﾋ･ヽ ころ と生璃実 態．（千）人 開生活の主体札 ■c各政客 ．（

卵 生妬・ 琉則柱 と各政#  .    <7> 六jr|i E]により生活徳 クヽ左 り才 包検 対 し･ 各政客^-- 頻

威 こしてし乃生活史o 吏婁柱 色確弥 するに至 っμ ．

F －32 參庭経営の夜勤 に閔寸る生活史的研究

ｌ　研爽やか 司とい 埋都 り展開(4)
郡ヽ^ir大易く政　関り畠左

目的　　( I ）　　社会・激妾クヽ 嫁*ヽ て- . 生店、様態もネ激し回

活の衰容 を舎庭生端にお付 る殺営而よリ とら七 その吏的火態＆探'). t こに家庭脱

営麦勤の滅則桂 包求める。(2  ） 募戦孝^ 一領 域x･･あら柚 よならない全店史(7> 左り

皿工支≫本論匹3 ）□ 的 とする。
才法　仝藤的 口 ま、理論 と実池とによりま濁・ 鮮明口i* るヽ。参政営の瓢合柱によ

る蹊､合研究の研 文才法にっいて(t r 参友経営（ｱヽ麦動回P/lする生端史妁研究^ 奇一恢い

掲戎 の「 呵究の永図11  の埋締り展 用」(／～2）きM> ヒI  X連 けい的五諭t む るヽ。
結果　升一枚、Z 副 べ<7>一部 吋乙しておヽいたr 駱合 の親和 こｔとマく春蓮 緑営体

tこ如 十ゐふ婁素ヒ要幸司・ 不疏践図」き必 めヒI T . 総冶－ 煮味 、机念 とλ めそのす

法 と考究した。こ・で(i .   r 象亮茸雲の麦勅び聞t る生瓊史鰐研沈」としT 把之たの

で･ 参政言全体より哭る乙割れ　こ・研究方肱はt ・ 一部分のふであろうわ≒ この主

瀬 肝明の内溶 μ参座 生過～仝噸 成でもあるのモ. この方蔵 も一応 クヽ帚走桂 とi っ1  の
と惑う。 り ）參凌 生適( 脱営バ こ濁快､色包設り≒ 生適様態クヽ分椎と駱合き行う.   （

2  ) 生活要幸クヽ夕層性 の分順 とt の閔悸・漣 けい。(  3 ）褐炭主概念 色中心ヽとした研

交々・ 専門分野・絡剽(  4 ）主題 いい ナる玉藍採と主点 乙の閔係に炉する甫走､も<7)
結合 ご検討専一禰 則こついて絡合研究の方蔵 包哩韓ダハこ畝走レた。


